
【
は
じ
め
に
】

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
か
ら
千
三
百
年
目

に
あ
た
る
年
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
業
績
（
冠
位
十
二
階
の
制
定
、
十
七

条
の
憲
法
、
遣
隋
使
の
派
遣
な
ど
）
が
、
歴
史
上
初
め
て
記
さ
れ
た
我
が

国
最
古
の
国
史
で
あ
る
。
（
注
…
『
古
事
記
』
に
は
太
子
の
業
績
に
関
す

る
記
述
は
な
い
）
そ
の
聖
徳
太
子
の
名
前
が
、
近
年
の
高
校
の
教
科
書

で
は
「
厩
戸
王
（
聖
徳
太
子
）
」
（
山
川
出
版
社
『
詳
説
日
本
史
B
』
）

と
カ
ッ
コ
つ
き
の
表
記
に
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
最
新
の
学
説
に
基
づ

く
記
述
だ
と
さ
れ
る
が
、
千
三
百
年
の
歴
史
の
重
み
を
完
全
に
無
視
し

た
暴
挙
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
下
、
中
学
歴
史
教
科
書
各
社
は
、
聖

徳
太
子
の
人
物
と
業
績
を
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
か
を
比
較
す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
聖
徳
太
子
の
政
治
］
側
注
三
八
頁
、
本
文
三
八
頁

《
②
聖
徳
太
子(

五
七
四
～
六
二
二)

と
伝
え
ら
れ
る
肖
像
画(

東
京
都

宮
内
庁
蔵)

》

《
朝
鮮
半
島
で
は
、
六
世
紀
に
百
済
や
新
羅
が
勢
力
を
強
め
、
大
和
政
権

と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
伽
耶
地
域
の
国
々
を
併
合
し
ま
し
た
。

令和元年

11月9日（土）
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こ
の
こ
ろ
日
本
で
は
、
…
こ
の
争
い
を
和
ら
げ
る
た
た
め
に
女
性
の

推
古
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
お
い
の
聖
徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

が
摂
政
に

な
り
、
蘇
我
馬
子
と
協
力
し
な
が
ら
、
中
国
や
朝
鮮
に
学
ん
で
、
大
王

(

天
皇)

を
中
心
と
す
る
政
治
制
度
を
整
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
か
ん
む
り
の
色
な
ど
で
地
位
を
区
別
す
る
冠
位
十
二
階
の
制
度
は
、

家
柄
に
と
ら
わ
れ
ず
、
才
能
や
功
績
の
あ
る
人
物
を
、
役
人
に
取
り
立

て
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
仏
教
や
儒
学
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
十
七
條
の
憲
法
で
は
、
天
皇
の
命
令
に
従
う
べ
き
こ
と
な
ど
、
役

人
の
心
構
え
を
示
し
ま
し
た
。

中
国
で
は
六
世
紀
の
末
に
、
隋
が
南
北
朝
を
統
一
し
て
強
大
な
帝
国

を
造
り
上
げ
ま
し
た
。
…
六
○
七
年
に
小
野
妹
子
な
ど
を
送
り
、
こ
の
後

数
回
に
わ
た
っ
て
隋
に
使
者
を
送
り
ま
し
た
。
…
》

【
教
育
出
版
】

［
聖
徳
太
子
の
政
治
と
遣
隋
使
］
側
注
三
四
頁
、
本
文
三
四
頁

《
③
聖
徳
太
子
と
伝
え
ら
れ
る
肖
像
画(

宮
内
庁
侍
従
職
像)

》

《
中
国
に
隋
が
成
立
し
た
六
世
紀
の
末
、
蘇
我
馬
子
は
、
姪
の
推
古
天
皇

を
女
帝
と
し
て
即
位
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
皇
の
甥
に
あ
た
る
聖

徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

が
、
摂
政
と
し
て
天
皇
の
政
治
を
助
け
、
馬
子
ら
と

と
も
に
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
国
々
に
な
ら
っ
た
新
し
い
政
治
を
始
め

ま
し
た
。

七
世
紀
の
初
め
、
朝
廷
で
は
冠
位
十
二
階
の
制
度
が
定
め
ら
れ
、
家

柄
に
と
ら
わ
れ
ず
、
能
力
や
功
績
の
あ
る
豪
族
を
役
人
に
取
り
立
て
る

道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
聖
徳
太
子
は
、
仏
教
や
儒
教
の
教
え
を

も
と
に
し
た
十
七
条
の
憲
法
を
つ
く
り
、
豪
族
が
争
い
を
や
め
、
天
皇

を
中
心
と
す
る
政
治
に
は
げ
む
よ
う
に
、
役
人
と
し
て
の
心
構
え
を
説

き
ま
し
た
。
ま
た
、
隋
と
の
国
交
を
開
き
、
中
国
か
ら
進
ん
だ
文
化
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
、
小
野
妹
子
ら
を
遣
隋
使
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

遣
隋
使
と
と
も
に
多
く
の
留
学
生
や
僧
が
隋
に
渡
り
、
政
治
制
度
や

仏
教
な
ど
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
蘇
我
氏
と
聖
徳
太
子
］
側
注
三
二
頁
、
本
文
三
二
頁

《
⑤
伝
聖
徳
太
子
像(

五
七
四
～
六
二
二)

こ
の
絵
は
奈
良
時
代
に
え
が
か

れ
た
も
の
で
す
。
（
宮
内
庁
蔵
）
》

《
そ
の
こ
ろ
ヤ
マ
ト
王
権
で
は
、
豪
族
の
対
立
や
争
い
が
激
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
渡
来
人
の
知
識
と
技
術
を
利
用
し
て
、
勢
力
を

大
き
く
の
ば
し
た
の
が
蘇
我
氏
で
し
た
。
六
世
紀
半
ば
に
、
百
済
か
ら

仏
教
が
伝
わ
る
と
、
蘇
我
氏
は
そ
の
導
入
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
反
対
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す
る
物
部
氏
を
た
お
し
て
実
力
者
と
な
る
と
、
対
立
す
る
大
王
を
殺
害
し
、
額
田

部
の
王
女(

の
ち
の
推
古
天
皇)

を
大
王
に
し
ま
し
た
。

大
王
の
摂
政
と
な
っ
た
聖
徳
太
子(

厩
戸
王)

は
、
蘇
我
馬
子
と
協
力
し
て
新
し

い
政
治
を
行
い
ま
し
た
。
太
子
は
大
王
中
心
の
政
治
を
め
ざ
し
、
ま
た
中
国
に
も

認
め
て
も
ら
う
た
め
、
冠
位
十
二
階
の
制
度
を
設
け
て
、
家
が
ら
に
と
ら
わ
れ
ず
、

有
能
な
人
を
役
人
に
用
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
仏
教
や
儒
教
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
十
七
条
の
憲
法
を
定
め
、
大
王
の
命
令
に
従
う
こ
と
な
ど
、
役
人
の
心
得
を

示
し
ま
し
た
。
…
太
子
は
隋
へ
小
野
妹
子
ら
を
遣
隋
使
と
し
て
使
わ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
隋
の
進
ん
だ
政
治
の
仕
組
み
や
文
化
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
正
式
な
国

交
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
》

【
自
由
社
】

［
⑪
聖
徳
太
子
の
新
し
い
政
治
］
側
注
五
二
頁

《
聖
徳
太
子
二
王
子
立
像

聖
徳
太
子(
五
七
四
～
六
二
二)

の
像
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
、
わ
が
国
最
古
の
肖
像
画
。
（
宮
内
庁
蔵
）
》

［
隋
の
中
国
統
一
］
本
文
注
五
二
頁

《
六
世
紀
の
末
、
大
陸
で
は
重
大
な
変
化
が
お
こ
っ
た
。
五
八
九
年
、
隋
が
中
国

全
土
を
約
三
○
○
年
ぶ
り
に
統
一
し
た
の
だ
。
強
大
な
軍
事
力
を
も
つ
隋
の
出

現
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
だ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
百
済
、

高
句
麗
、
新
羅
は
、
隋
に
冊
封
さ
れ
た
。
日
本
も
、
こ
れ
に
い
か
に
対
処
す
る
か
、

態
度
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
》

［
聖
徳
太
子
の
登
場
］
本
文
五
二
～
五
三
頁

《
…
聖
徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

と
い
う
若
い
指
導
者
だ
っ
た
。
…
五
九
三
年
、
聖
徳

太
子
は
、
二
○
歳
の
若
さ
で
天
皇
を
助
け
る
摂
政
と
な
っ
た
。

六
○
○
年
、
聖
徳
太
子
は
、
隋
に
使
者(

遣
隋
使)

を
送
っ
た
。
日
本
が
中
国
の

王
朝
と
交
渉
を
も
つ
の
は
一
二
○
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。
遣
隋
使
に
よ
っ
て

隋
の
強
大
さ
を
知
っ
た
太
子
は
、
日
本
が
独
立
し
た
国
家
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
大
陸
か
ら
優
れ
た
技
術
や
制
度
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
た
。
》

［
官
位
十
二
階
と
十
七
条
の
憲
法
］
本
文
五
三
頁

［
天
皇
号
の
始
ま
り
］
本
文
五
四
～
五
五
頁

《
翌
年
の
六
○
八
年
、
三
回
目
の
遣
隋
使
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
と

き
、
国
書
に
記
す
君
主
の
称
号
ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
中
国
の
皇
帝
の

怒
り
を
か
っ
た
以
上
、
中
国
の
君
主
と
同
じ
称
号
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…

そ
こ
で
こ
の
と
き
の
手
紙
に
は
、
「
東
の
天
皇
つ
つ
し
み
て
、
西
の
皇
帝
に
も

う
す
」
と
書
か
れ
た
。
皇
帝
の
文
字
を
さ
け
る
こ
と
で
隋
の
立
場
に
配
慮
し
つ
つ

も
、
「
皇
」
の
文
字
を
み
ず
か
ら
の
称
号
に
使
う
こ
と
で
、
両
国
が
対
等
で
あ
る

こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
天
皇
と
い
う
称
号
が
使
わ
れ
た
始
ま
り

だ
っ
た
。
…
》

以
下
、
教
科
書
各
社
の
ポ
イ
ン
ト
を
比
較
す
る
。

<

比
較
項
目
①
…
聖
徳
太
子
の
肖
像
画
の
掲
載>

東
京
書
籍
＝
太
子
の
頭
部
の
み
。
聖
徳
太
子
と
伝
え
ら
れ
る
肖
像
画
。

教
育
出
版
＝
太
子
の
頭
部
の
み
。
聖
徳
太
子
と
伝
ら
え
る
肖
像
画
。

帝
国
書
院
＝
太
子
の
頭
部
の
み
。
伝
聖
徳
太
子
像
。

自
由
社

＝
太
子
と
二
王
子
の
全
身
像
。
聖
徳
太
子
二
王
子
立
像
。
聖
徳
太
子

の
像
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
わ
が
国
最
古
の
肖
像
画
。

<

比
較
項
目
②
…
聖
徳
太
子
の
名
前
、
業
績
の
記
載>

東
京
書
籍
＝
聖
徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

、
業
績
の
記
載
あ
り
。

教
育
出
版
＝
聖
徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

、
業
績
の
記
載
あ
り
。

帝
国
書
院
＝
聖
徳
太
子(

厩
戸
王)

、
業
績
の
記
載
あ
り
。

自
由
社

＝
聖
徳
太
子(

厩
戸
皇
子)

、
業
績
の
記
載
あ
り
。

<

比
較
項
目
③
…
聖
徳
太
子
の
外
交
方
針
。
遣
隋
使
の
役
割
の
記
述>

東
京
書
籍
＝
中
国
や
朝
鮮
に
学
び
、
政
治
制
度
を
整
え
る
。

教
育
出
版
＝
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
国
々
に
な
ら
っ
た
新
し
い
政
治
を
始
め
る
。

帝
国
書
院
＝
隋
の
進
ん
だ
政
治
の
仕
組
み
や
文
化
を
取
り
入
れ
る
。

自
由
社

＝
大
陸
の
優
れ
た
技
術
や
制
度
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
国
書
に
よ
り
、

対
等
の
立
場
を
強
調
し
、
隋
に
決
し
て
服
属
し
な
い
と
い
う
決
意
を
表
明
し
た
。

我
が
国
の
国
家
の
基
礎
を
築
い
た
聖
徳
太
子
の
人
物
像
や
業
績
は
、
千
三
百
年

の
時
を
経
て
も
尚
、
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。
最
新
学

説
を
採
用
す
る
と
し
て
も
、
学
説
自
体
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
ま
た
学
者
の

研
究
態
度
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
聖
徳
太
子
と

い
う
存
在
が
、
現
在
の
我
が
国
に
お
け
る
、
対
東
ア
ジ
ア
外
交
の
大
元
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

大
手
三
社
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
全
国
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

東
京
書
籍
（
六
〇
万
七
八
五
六
冊
、
占
有
率
＝
五
一
・
〇
％
）
、
帝
国
書
院

（
二
一
万
三
〇
七
七
冊
、
占
有
率
＝
一
七
・
九
％
）
、
教
育
出
版
（
一
六
万
八
一

七
八
冊
、
占
有
率
＝
一
四
・
一
％
）

<

※
平
成
二
八
年
度
版

文
科
省
公
表
値
よ
り>

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
私
共
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
国
の
中
学

生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
及
び
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
「
中
学
歴

史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
全
国
の
八
割
以
上
の
中
学
校
で
採

択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
（
会
員
一
同
）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。
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